
　　　Ⅰ患者にとって最適な医療の提供　　　 ６．小児医療体制の整備 総合医療センター 西和医療センター 総合リハビリテーションセンター・小児患者の救急搬送率の現状分析、課題抽出、 ＜小児患者の救急入院患者数＞ ＜小児患者の救急入院患者数＞ ・ 小児の発達障害の診療及びリハビリテーション対応検討 ５２４人（H25）   →   ６００人 ２５４人（H25）   →   ３００人     感覚統合療法の充実＜輪番回数＞ ・ 小児の緊急手術の受入れ ・ 「児童思春期外来」の開設   ８３回（H25)   →     ９０回    （精神科外来から名称変更）・ 小児科専攻医の研修の充実    子どもの相談機能の充実・ 小児の緊急手術の受入れ ・ 二次輪番日以外の救急対応強化（土・日含む） ・ リハビリテーション訓練室（感覚統合療法室等）の確保・ 小児科専攻医の研修の充実 整備に向けた検討・ 西和地域の休日診療所との相互支援及び二次輪番・ 小児領域におけるアレルギー、低身長に対応できる エリアの拡大に対応するため、体制の強化等を検討 ・ 奈良県障害者総合支援センター「子ども地域支援事業」看護師を養成 との連携・ 小児救急看護の向上を図るための国内留学、研修への参加・ 医療的ケアを要する在宅の重症児への対応・支援・ NICU長期療養児の在宅移行コーディネーターの配置を検討
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